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令和4年

12月9日（金）
18: 30-20: 00（開場18:00)

他者を知るということ口
F文学研究科教授

上原麻有子（うえはらまゆこ）

他者との関係構築は難しい。他者を知るには、自分との関係を真剣に
育てなければなりません。喧嘩や対立があっても仕方がない、それを
乗り越えてこそ相互理解が深まると言えそうです。この乗り越えを重視
していた京都学派の哲学者の自他関係論を紹介します。

令和4年

12月14日（水）
18: 30-20: 00（開場18:00) 

文学研究科教授

児玉聡（こだまさとし）

近年、世界は新型コロナウイルス感染症の流行という大きな災害に巻
き込まれ、様々な倫理的問題に直面してきました。個人の自由の制限、
呼吸器やワクチンの配分、緊急事態における正義など、災害の中で浮
かび上がってきた、倫理的諸問題について考えます。

会 湯

申込方法

問合先

京都大学国際科学イノペーション棟5階
シンポジウムホール （京都府京都市左京区吉田本町）

京都大学ホームページよりお申込みください

I京都大学春秋講義 I~ 
※オンデマンド配信のご視聴は申込不要です。

京都大学総務部渉外課

電一話 075-753-2606 
メル event@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

定員

各講義200名（先着順）

申込期間

各講義1週間前まで

I京大 YOU Tu b e Q | 

セ 後日 YOUTubeにて
オンデマンド配信あり

疇
参加費

無料
II.'“ 

| | 
•新型コロ ナ ウイルス感染拡大状況を踏まえ、中止や内容を変更しての開催となる場合があります。

注意書き • お預かりした個人情報は、本イベントの開催にかかる企画以外の目的では一切使用しません 。
• 開始後 30分以上経過してからのご入場はお断りする場合がございます。 ◎ 竺竺


